
七
月
一
日
に
現
在
す
る
「
民

営
」
及
び
「
公
営
」
の
事
業
所

（
一
定
の
場
所
で
仕
事
を
し
て

い
る
）
で
例
え

ば
工

場
、
バ
ス

の
本
社
、
銀
行
、
会
社
、
商
店

各
種
事
務
所
、
学
校
、
神
社
、

寺

院
、
医
院

、
旅
館
、
料
理
店

浴
場

、
パ
チ
ン
コ
屋
、
映
画

館

な
ど
で
あ
り
ま
す
。

但
し
農
業
、
林
業
及
び
狩
猟
業

漁
業
、
公
務
（
行
政

事
務

）
の

二
、
調
査
さ
れ
る
事
業

所
と
は

全
国
の
事
業
所
や
従
業
者
が

ど
の
よ
う
に
分
布
し
て
い
る
か

ま
た
そ
の
活
動
の
状
態
は
ど
う

か
と
い
う
こ
と
を
明

か
に
し
て

わ
が
国
産
業
業
経
済
活
動

の
実

態
を
把
握
し
各
種
行
政
施
策
の

資

料
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す

一
　
調
査
の
目
的

調
査
は
統
計
法
に
よ
る

統
計
調
査
で
あ
り
ま
す
の

で
調
査
さ
れ

た
事
項
は
統
計
を

つ

く
る
こ
と
以
外

に
は
絶
対
使

用
で
き
な
い
こ
と
に
な
つ
て
お

り
ま
す
。
つ
ま
り
税
金
、
配
給

と
か
犯

罪
捜
査
な
ど

に
使
用

す

る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
の
で
あ

り
ま
す
。
（
統
計
法
第
十
四
条

第
十
五
条
）

七
月
一
日

か
ら
七
月
五
日
の

間
に
調
査
員
が
該
当
す
る
事
業

所
を
訪
問
し
て
調
査
事
項
を
業

主
（
又
は
代
理
者
）
に
質
問
し

ま
す
の
で
真
実

を
答
申
し
て
下

よ
う
御
願
し
ま
す
。

全
國
一
齊
に
實
施
さ
れ
ま
す

“
事
業
所
統
計
調
査
が
”

七
月
一
日
午
前
零
時
現
在
で

三
、
調
査
事
項

各
産
業
は
今
回

の
調
査
か
ら
除

外
す
る
こ
と
に
な
つ
て
お
り
ま

す
。事

業
所
の
名
称

事
業
所
の
所
在
地

事
業
の
経
営
組
織

本
所
、
支
所
の
別

種
類
別
従
業
所
数

事
業
の
内
容

こ
の
原
動
力
は
皆
さ
ん
個
人

々
々
の
統
計
観
念
に
俟
つ

も
の

が
多
大
で
あ
る
と
考
え

ま
す
。

統
計
は
或
る
特
定
の
者

が
調
査

或
い
は
こ
れ
を
独
占

す
る
と
い

う
も
の
で
な
く
日
常
の
統
計
と

統
計
は
一
般
に
厄
介
な
も
の

と
意
識
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す

が
、
こ
れ

を
身
近
の
日
常
生
活

に
と

り
入
れ
て
み
ま
す
と
絶
え

ず
出

会
う
簡
単

な
事
柄
で
す
。

例
え

ば
企
業
者

に
於
て
都
合
の

よ
い
よ
う
に
運
賃
と
か
上
水
道

電
気
ガ
ス
等
の
使
用
料
を
値
上

し
た
ら
儲
か
る
で
し
よ
う
が
、

そ

れ
に
よ
る
物

価
の
騰
貴

や
大

衆
の
不
満

を
考
え

れ
ば
根
拠
な

し
で

は
値
上

げ
も
で
き
な
い
で

し
よ
う
。
幾
何
値
上
し
た
ら
よ

い
か
、
こ
れ
は
極
め
て
複
雑
な

比
較
計
算
に
よ
つ
て
納
得
の
上

決
め
ら
れ
る
の
で
あ
り
ま
ず
。

市
総
務
課
統
計
係
で
は
毎
年

大
小
の
統
計
を
行
つ
て
お
り
ま

す
が
殆

ん
ど
皆
さ
ん
の
日
常
生

活
に
関
連
の
あ
る
も
の
で
あ
り

ま
す

。
人
口
の
推
移
行

政
上
の

教
育

、
産
業
経
済
、
農
林

水
産

倅
の
基
本
計
画
及
び
経
営

の
原

動
力
は
総
べ
て
統
計
に
因
る
も

の
と
い
つ
て
も
過
言
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

親
し
み
を
持
ち
ま
し
よ
う

日
常
の
統
計
に

し
て
皆

さ
ん
に
親
し
み
を
も
つ

て
戴
く
よ
う
望
ん
で
巳
み
ま
せ

ん

。

つ

き
ま
し
て
は
五
月
末
現
在
人

口
調
査
の
集
計
が
ま
と
ま
り
ま

し
た
の
で
御
參
考
ま
で
お
知
せ

し
ま
す
。

あ
る
人
を
登
録
す
る
簿
冊
を
選

挙
人
名
簿
と
い
い
ま
す
。
選
挙

廊
の
あ

る
人
で

も
、
選
挙
人
名

簿
に
登

録
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば

投
票

す

る
こ

と
が

で
き
ま

せ

ん
。
こ
の
意
味
で
は
選
挙
人
名

簿
え

の
登
録

は
、
選
挙
権
行
使

の
要
件
で
す
。

選
挙
人
名
簿
に
は
　

基
本
選

挙
人
名
簿
と
　

補
充
選
挙
人
名

簿
の
二
種
類
が
あ
り
ま
す
。
基

本
選
挙
人
名
簿
は
　

本
市
の
選

挙
管

理
委
員
会
は
毎
年
九
月
十

五
日
現
在
で
そ
の
日
ま
で
引
続

い
て
三
ヶ
月
間
宮
崎
市
内
に
住

ん

で
い
る
人
で
そ
の
年
の
十
二

月
二
十
日
に
満
二
十
才
以
上
に

な
る
も
の
に
つ

い
て
犯
罪
そ

の

他
欠
格
事
由

が
な

い
か
ど
う
か

を
調
査
し
た
上

、
十
月
三

十
一

日

ま
で

に

基
本

名
簿
を

調
製

し
、
　
こ
れ
を
十
一
月
五
日
か

ら
十

五
日
間
縦
覧
に
供
し
、
　

脱
漏

、
誤
較
が
あ

る
と
認

め
る

選
挙
人
か
ら
異
議
申
立
が
あ
れ

ば
そ
の
当
否
を
決
定
し
、
場

合

に
よ
つ
て
は
修
正
を
行
い
、
　

十
二
月
二
十
日
に
名
簿
が
確
定

選

擧
人
名
簿
　

選
挙
権
の

選

挙

の

知

識

（
そ

の

四
）

選
挙
を
行

う
場

合

、
　
本
市
の

選
挙
管

理
委
員

会
は
、
基
本
名

補
充
選
擧
人
名
簿
は
　

し

て
そ
の
効
力

が
生

じ
、
　

次

年
の
十
二
月
十

九
日
ま
で
の
一

年
間
有
効
と
な
つ
て
い
ま
す
。

簿
に
も
補
充
名
簿
に
も
登
録
さ

れ
て
い
な
い
が
選
挙
権
は
あ
る

と
い
う
人
で
、
補
充
名
簿
調
製

期
日
ま
で
三
ヶ
月
間
引
続
い
て

宮
崎
市
に
住
ん
で
い
る
も
の
に

つ
い
て
、
申
請
に
よ
り
、
補
充

名
簿
に
こ
れ
を
登
録
し
、
　
一

定
期
間
縦
覧
に
供
し
、
　
異
議

申
立
の
手
続
を
経
て
確
定
し
、

基
本
名
簿
が
効
力
を
有
す
る

間
そ
の
効
力
を
有
す
る
こ
と
に

な
つ
て
い
ま
す
。

板
張
り
八
戸
、
家
賃
二
、

二
〇
〇
円

、
竣
工

予
定
八

月

三
十
一
日

申
込
方
法

主
食
配
給
通

帳
、
立
退
要
求

書
、
月
収
証
明

書
、
市
税
完

納
証
明
書
、
用
紙
は
建
築
課

で
交
付

し

ま
す
。

月
収
限
界
（

申
込
資

格
条
件
（

〔
木
造
住
宅
〕
…
…
月
収
（
固

定
給
）
か
ら
扶
養
家
族
一
人

に
つ
き
一
、
〇
〇
〇
円
を
控

除
し
た
額
が
最
高
一
〇
、
〇

〇
〇
円
以
下
の
収
入
所
得
者

で
住
宅
使
用
料
支
払
能
力
の

あ
る
方
。

〔
鉄
筋
住
宅
〕
…
…

月
収
（
固

定
給
）
か
ら
扶
養
家

族
一
人

に
つ
き
一
、
〇
〇
〇
円
を
控

市
で

は
昭
和
二
十

八
年
度
建

設
の
公

営
住
宅
で

あ
る
目
下
田

吉
南
方
に
建
設

中
の
木
造
住
宅

十
五

戸
と
、
権
現
町

に
建
設
串

の
鉄
筋
住
宅
の
入
居
者

を
次

の

通

り
募
集
す
る
こ
と

に
な
り
ま

し

た
の
で
希
望
者

は
期
間
中

に

市
建
築
課
へ

お
申
込
み
下

さ
い

一
、
募
集
期
間
　
六
月
十
日
か

ら
同

十
九
日
ま
で

二

、
募
集
住
宅

１
木
造
第
二
種
住
宅
（
八
・

五
坪
一
戸
建
）
間
取
り
六

帖

、
三
帖

、
一

五
戸
、
竣

工
予

定
六
月
三
十
日
家
賃

七
八
〇
円

２

鉄
筋
住
宅
（
二
階
八
戸
建

一
二
・
三
一
坪
）
間
取
り

六
帖
、
円
・
五
帖
、
三
帖

市
營
住
宅

入
居
者
募
集

行
基
菩
薩
の
作
と
悪
七
兵
衛
景
清
か
せ
負
つ
て
来
た
と

い
わ
れ
る
久
保
の
千
手
観
世
音
菩
薩
は
昨
年
十
八
年
毎
に

行

わ
れ
て

い
る
御
開
帳
を
機
会
に
、
地
元

の
顕
彰

会
に
よ

つ
て
御
堂
の
改
築
と
參
道
が
修
築
せ
ら
れ
、
ま
た
六
日
間

に
わ
た
つ
て
盛
大
な
御
開
帳
の
お
祭
り
が
行
わ
れ
ま
し
た

が
、
こ
の
千
手
観
音
さ
ま
の
ゆ
か
り
を
堂
守
り
の
尾
崎
藤

四
郎
（
六
二
）
さ
ん
に
語
つ
て
い
た
だ
き
ま
し
よ
う
。

お
観
音

さ
ま
は
昔
景
清
公

が
日
向
に
旅
装
を
と
か
れ
た

時
に
こ
ゝ
え
安
置
さ
れ
た
と
き
い
て
い
ま
す
。
そ
れ
以
来

十
八
年
ご
と
に
御
開
帳
が
つ
ゞ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

観
音
さ
ま
と
善
女

伝
説

と
し
て
は

、
背
、
岩
戸
寺
の
ふ
も
と
に
身
よ

り
の

な
い
、
ひ
と
り
ぽ
つ
ち
の
ま
づ
し
い
美
女
が
い
た
と
か
で

晴
れ
着
は
も
と
よ
り
暑
さ
、
寒
さ
を
し
の
ぐ
着
物
さ
え
持

た
な
か
つ
た
、
そ
こ
で
女
は
野
良
の
仕
事
を
は
げ
む
か
た

わ
ら
朝
東
大
が
白
む
こ
ろ
に
淋
し
い
法
華
経
坂
を
越
え
て

は
観
音
さ
ま
に
身
の
幸
を
祈

り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
あ
る
朝
、
大
雨

が
降
り
始
め
た
の
で
太
樹
の

か
げ
に
雨
宿
り
を
し
て
い
る

と
、
ど
こ
か
ら
か
老
嫗
が
現

わ
れ
、
わ
が
家
へ
案
内
し
幾

日
か
母
の
よ
う
に
や
さ
し
く

ふ
る
ま
つ
て
呉
れ
た
の
で
、

お
礼
の
し
る
し
と
し
て
紫
の

小
袖
を
ぬ
い
で
贈
ろ
う
と
す

る
と
老
嫗
は
そ
れ
を
か
た
く

辞
退
し
て
「
そ
れ
で
は
あ
な
た
の
髪
毛
を
少
し
私
の
小
指

に
ま
い
て
下
さ
れ
」
と
い
ゝ
ま
し
た
。

そ
こ
で
女
は
、
嫗
の
左
の
手
の
小
指
に
髪
の
毛
を
ま
き

涙
を
押
え
て
出
よ
う
と
す
る
と
嫗
は
「
一
樹
の
蔭
の
宿
、

一
河
の
流
れ
を
汲
む
も
、
み
な
広
劫
の
契
を
結
ぶ
の
で
ご

ざ
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
此
後
々
ま
で
も
、
お
忘
れ
な
さ
ら

ぬ
様
に
、
時
々
お
訪
ね
下
さ
い
」
と
い
ゝ
ま
し
た
。
女
は

あ
つ
く
礼
を
の
べ
夜
明
け
を
き
ら
ぬ
ま
に
、
こ
の
庵
を
出

て
鶏
足
寺
大
門
に
夜
明
け
を
待
つ
て
い
る
と
、
馬
上
豊
か

な
武
人
が
家
来
を
従
え
て
通
り
か
ゝ
り
女
が
う
づ
く
ま
つ

て
い
る
の
で
事
情
を
た
ゞ
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
貴
人
の
俤

を
も
つ
た
美
女
で
あ
つ
た
の
で
、
こ
の
や
さ
し
い
武
人
は

若
し
た
よ
り
な
い
者
な
ら
ば
随
つ
て
来
れ
ば
よ
い
。
我
は

国
司
と
し
て
彼
の
地
へ
行
く
も
の
と
し
て
そ
の
国
司
は
種

々
の
小
袖
を
と
り
出
し
て
着
せ
、
馬
に
乗
せ
て
下
向
し
や

が
て
夫
婦
の
契
り
も
睦
じ
く
何
事
も
思
う
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

そ
れ
か
ら
四
年
の
後
国
司
の
任
期
も
無
事
終
つ
た
の
で

女
は
か
つ
て
四
年
前
母
に
も
に
て
や
さ
し
く
し
て
い
た
ゞ

い
た
法
華
経
坂
の
ほ
と
り
の
老
嫗
を
た
づ
ね
た
が
、
家
も

伝
染
病
院
の
卷

の
市
制
施
行
後
、
現
在
の
青
葉

町
二
二
番
地
え
移
転
増
築
さ
れ

ま
し
た
。
む
し
ろ
当
時
の
「
ハ

ル
の
山
」
と
云
え
ば
一
面
に
樹

木
が
う
つ
そ
う
と
茂
り
人
家
も

な
く
大
変
淋
し
い
処
で
一
般
人

か
ら
も
大
変
避
病
室
　
　
と
云

つ
て
嫌
わ
れ
て
い
た
。

宮
崎
市
伝
染
病

院
は
今
よ
り
六
十

二
年
前
の
宮
崎
町

制
当
時
、
所
謂
避

病
室
と
云
う
名
称

で
大
淀
、
京
塚
に

設
立
大
正
十
五
年

除
し

た
額
が
最
低
四
、
四
○

○

円
、
最

高
二
五
、
〇
〇
〇

以

内
の
者
で
最

低
最

高
家

族

一
人
に
対
し
一
、
〇
〇
〇
円

を
追
算
し

た
る
月
収
限
界

に

あ
る
方
。

一
、
選
定
方
法

住
宅
入
居

申
込
者

に
対
し
実

態

調
査
を
な

し
市
営
住
宅
入

居
者
選
衡
委
員
会
に
諮
り
審

査
し
、
入
居
資
格
者
が
住
宅

戸
数

を
超
え

る
場
合
は
公
開

抽
籤
の
上
選
定
す
る
。

尚
抽
せ
ん
日
は
六
月
二
十
八

日
の
予
定
で
す
。

ま
た
当
時
伝
染
病
の
治
療
法

が
現
在
程
進
ん
で
お
ら
ず
、
薬

品
と
云
つ
て
も
現
在
程
の
優
秀

な
薬
品
は
な
く
実
に
ま
づ
い
も

の
で
し
た
。
其
の
上
医
師
は
開

業
医

に
嘱
託
し
て
看
護
婦
一
名

で
は
治
療
ど
こ
ろ
で
は
な
か
つ

た
と
云

わ
れ
て

い
ま
す
。
当

時

の
病
棟

は
昭
和
二
十
年
五
月
の

戦

災
と
同

九
月

の
台
風
で
全
部

倒
壊
二
十

二
年
に
現
在
の
旧
病

棟
二
〇
床
を
バ
ラ
ツ
ク
建
で
設

立
、
同

二
十
七
年
新
病
棟
二
五

床
を
設

置
の
運

び
と
な

り
現

在

医
師
一
名
、
看
護
婦
二
名
の
常

勤
で
昭
和
二
十
七
年
に
四
六
四

名
、
二
十
八
年
に
七
八
九
名
二

十
九
年
四
月
ま
で
一
〇
九
名
を

各
々
収
容
、
治
療
百
％
と
云
う

成
続
を
お
さ
め
て
い
ま
す
。

又
二
十
九
年
度
に
東
九
州
一
を

誇
る
Ｓ
Ｋ
式
三
号
消
毒
機
を
設

置
一
段
と
防
疫
に
威
力
が
加
わ

り
一
般
の
皆
様
に
も
開
放
し
消

毒
サ
ー
ビ
ス
に
努
め
伝
染
病
の

禍
か
ら
少
し
で
も
皆
を
守
ろ
う

と
努
力
し
て
い
ま
す
。

な
く
だ
れ
一
人
そ
ん
な
老
嫗

が
い
た
こ
と

さ
え
知
り
ま
せ

ん
で

し
た
。
な
げ
き

悲
し
ん

だ
そ
の
女
は
そ
の
ま
ゝ
千
手

観
音
さ
ま
に
お
詣
り
し
て
御

尊
像
を
見
あ
げ
る
と
等
身
の

千
手
観
音
さ
ま
の
左
の
小
指

に
自
分
の
髪
の
毛
が
、
自
分

が
結
ん
だ
通
り
巻
い
て
あ
つ

た
と
い
う
こ
と
で
す

。

（
写

真
は
千
手

観
世

音
菩
薩
）

市
の
人
口
動
態

四
月
　
　
　
　
　
　
五
月

人
口
　
一
三
三
、
二
八
〇
　
一
三
三
、
五
四
〇

世
帯
数
　
三
〇
、
六
七
七
　
　
三
〇
、
七
四
七

男
　
　
六
五
、
四
二
八
　
　
六
五
、
五
五
四

女
　
　
六
七
、
八
五
二
　
　
六
七
、
九
八
六

出
生
　
　
　
　
　
一
九
九
　
　
　
　
　
一
八
二

死
亡
　
　
　
　
　
　
九
四
　
　
　
　
　
　
八
七

婚
姻
　
　
　
　
　
一
〇
五
　
　
　
　
　
一
〇
三

離
婚
　
　
　
　
　
　
一
七
　
　
　
　
　
　
一
四

鄕　土　の　傳　説

千手觀音と善女

施設だより

前 月 末

現住人口

転入人口 出生 転出 人口 死亡

人口

本月末日

現住人口

前月末日現在人

口に比し増減県内 県外 人 口 県内 県外

男 (385)
65,428

(1)
427
(1)
194( ) 86

(4)
295
(3)
260
( )
36
(380）
65,554 ＋126

女 (257)
67,852 ( )338 ( ) 170( ) 61

(5)
236
(2)
173( ) 26

(250)67,986＋134

計 (642)
133,2
80

(1)775 (1)364 ( ) 147
(9)
531
(5)
433( ) 62

（630 ）
133,540

－12
＋260

現住人口調査表　昭和29年5月末日現在調査　（　）内は外国人

前月に比し増加人口は260人となつております　（　）外国人は12人の減
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市
で
は
南
国
宮
崎
博
を
前
に

次
の
施
設
の
美
化
に
拍
車
を
か

け
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

其
の
一
…
…
市
の
北
部
に
聳

え
る
平
和
の
塔
は
観
光
宮
崎
の

表
玄
関
で
も
あ
り
、
市
観
光
め

ぐ
り
の
拠
点
と
も
な
つ
て
お
り

ま
す
。
こ
ゝ
に
以
前
か
ら
懸
案

と
な
つ
て
い
た
公
衆
便
所
と
、

休
憩
所
が
市
商
工
観
光
課
の
手

で
工
費
十
九
万
円
で
三
坪
の
近

代
的
モ
ル
タ
ー
ル
造
り
の
便
所

と
、
十
万
円
で
三
坪
の
休
憩
所

を
新
設
す
る
事
に
な
り
、
近
く

完
工
の
予
定
。
高
台
よ
り
東
を

望
む
れ
ば
青
々
と
し
て
日
向
灘

又
一
方
南
え
と
目
を
転
ず
れ
ば

市
街
地
が
一
目
に
見
渡
さ
れ
聖

諸
施
設
の
整
備

宮
崎
博
を
控
え

地
の
面
目
も
一
新
。

其
の
二
…
…
一
ツ
葉
浜
公
園

は
遊
歩
地
と
し
て
市
民
に
親
し

ま
れ
て
お
り
こ
の
松
林
の
中
に

こ
の
ほ
ど
三
つ
の
あ
ず
ま
や
式

休
憩
所
が
完
成
、
こ
れ
は
工
費

九
万
五
千
円
で
総
坪
六
・
八
坪

の
赤
塗
り
ベ
ン
チ
と
テ
ー
ブ
ル

が
早
く
も
行
楽
客
の
憩
の
場
所

と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
。
ま

た
同
公
園
の
遊
歩
道
は
砂
地
の

た
め
歩
き
に
く
ゝ
砂
ほ
こ
り
に

悩
ま
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
近
く

二
十
五
万
円
を
投
じ
幅
四
メ
ー

ト
ル
、
長
さ
四
千
メ
ー
ト
ル
に

わ
た
つ
て
粘
土
舗
装
工
事
を
行

い
秋
ま
で
に
は
完
成
し
ま
す
。

又
一
方
博
覧
会
に
備
え
予
算

八
十
五
万
円
で
パ
ン
フ
レ
ツ
ト

一
万
枚
、
リ
フ
レ
ツ
ト
二
万
枚

一
般
修
学
旅
行
の
学
生
用
と
し

熊
本
国
税
局
苦
情
相
談
所
宮
崎
支
所
で
は
、
国
税

一
般
の
苦
情
や
救
済
に
つ
い
て
、
も
つ
と
広
く
市
民

の
皆
様
に
利
用
し
て
い
た
ゞ
く
よ
い
に
、
六
月
十
八

日
か
ら
当
分
の
間
次
の
場
所
に
出
張
所
を
設
け
苦
情

相
談
に
応
ず
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
ど
う
ぞ

御
遠
慮
な
く
御
利
用
下
さ
い
と
呼

び

か
け

て
い
ま

す
。
開
設
場
所
…
…
宮
崎
商
工
会
議
所
会
議
室

開
設
日
…
…
…
毎
週
金
曜
日

開
設
期
間
…
…
午
後
一
時
よ
り
五
時
ま
で

國
税
一
般
御
利
用
下
さ
い

苦
情
相
談
所
の
開
設

市
農
林

水
産
課
で
は
増
加
す

る
三
化

メ
イ
虫

の
発
生
に
対
し

、
種
ま
き
期
の
制
限
を
行
つ
て

被
害
防
除
に
つ
と
め
ま
し
た
が

な

お
被
害
が
増
大
す

る
恐
れ
が

あ

り
ま
す
の
で

、
早
期
防
除
の

徹
底
を
計
る
た
め
、
各
地
区
で

共
同

防
除
を
行
う
。
こ
れ
は
期

間
を
三
期

に
分
け
、
第
一
回
は

十
一
日
、
二
回
十
八
日
、
三
回

二
十
四
日
で
、
一

、
二
同
は
Ｄ

Ｄ
Ｔ
、
三
回
は
パ
ラ
チ
オ
ン
剤

を
も
つ
て
散
ぷ
の
こ
と
。

尚
最
近
″
パ
ラ
チ
オ
ン
″
に

よ
る
事
故

が
目
だ
つ

て
き
た

の

で
つ

ぎ
の
点
に
注
意
す
る
様

よ

び
か
け
て
い
る
。

①
作
業
中
は
皮
膚
に
薬
品
が
つ

か
ぬ
よ
う
に
す

る
こ
と

。

②
同
一
人

が
長
時
間
に

わ
た
り

パ
ラ
チ
オ
ン
剤
使
用
の
作
業

を
続
け
な
い
こ

と
。

③
皮
膚

に
薬
が
つ

い
た
ら
す
ぐ

石

け
ん
で
洗
う
こ
と
。

④
薬
を
使
用
し
た
附
近

の
草
を

家

畜
に
や
ら
な
い
こ
と

。

パ
ラ
チ
オ
ン
劑
使
用
に
御
注
意

早
期
防
除
徹
底
を

て
パ
ン
フ
ツ
ト
四
万
枚
を
近
く

作
成
完
光
地
宮
崎
の
本
格
的
宣

伝
に
の

り
出
す
事
に
な
り
ま
し

た

。

渡
米
以
来
ニ
ヶ
月
、
実
習
に

見

学
に
元
気

で
活
躍

し
て
い
ま

す
。
六
月
二
日
は
サ
ン
フ
ラ
ン

遣
米
靑
年
便
り

日

高
君
の
第
二
信

シ
ス
コ
市
の
大
き
な
レ
ス
ト
ラ

ン
ド
で
朝
野
の
名
士
三
百
人
の

夕
食

会
に
ま
ね
か
れ
、
日
本
代

表
と
し
て
私
か
選
ば
れ
て
挨
拶

を
や
り
ま
し

た
。
米
国

は
与
論

の
国

で
す
か
ら

、
こ
う
い
う
機

会
に
で
き
る
だ
け
日
本
の
現
況

を
理
解
さ
せ
下
か
ら
の
意
見
を

盛
り
た
て
る
努
力
を
し
な
け
れ

ば
真
の
国
際
平
和
は
結
ば
れ
な

い
こ
と
が
痛
感
さ
れ
ま
し
た
。

政
府
と
政
府
の
交
渉
よ
り
も
、

農
民
と
農
民
、
国
民
と
国
民
が

真
に
民
衆
の
意
見
と
し
て
交
か

ん
す
る
こ
と
が
よ
り
効
果
的
で

あ
る
と
信
じ
ま
す
。
と
も
か
く

元
気
で
が
ん
張
つ
て
居
り
ま
す

近
く
当
地
の
実
習
状
況
や
見
学

記
を
送
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

郷
土
の
皆
様
へ
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
。
日
　
高
　
健
　
一

競
馬
の
作
品

入
賞
者
決
る

去
る
九
日
か
ら
十
三
日
ま
で

市
内
橘
デ
パ
ー
ト
で
開
か
れ
た

試
作
展
示
会
と
全
国
み
や
げ
品

展
は
出
品
点
数
四
七
〇
点
に
い

ず
れ
も
腕
に
よ
り
を
か
け
た
新

生
品
だ
け
に
飛
ぶ
よ
う
な
売
ゆ

き
を
み
せ
、
市
は
こ
れ
を
機
会

に
全
国
各
地
の
み
や
げ
品
百
点

を
市
庁
舎
内
に
陣
列
ず
る
こ
と

に
な
つ
た
。
入
賞
者
次
の
と
お

り
。
（
推
鷹
）
泰
平
躍
、
木
部
マ
サ

（
特
選
）
ヘ
ウ
ス
ン
ボ
、
鳥
取
茂

之
、
福
郎
笛
、
鬼
塚
宗
宏
（
奨

励
賞
）
花
器
、
本
部
マ
サ
、
ビ

ロ
ウ
ウ
チ
ワ
、
三
浦
勇
助
、
ビ

ロ
ウ
花
器
、
森
亮
（
努
力
賞
）

絵
入
リ
ボ
ン
、
岡
村
富
美
、
壁

掛
、
原
田
一
、
日
向
鈴
駒
、
中

里
三
羊
蔵
、
錫
杯
、
金
谷
正
雄

竹
シ
ヤ
モ
ジ
、
岐
部
虎
男

み
や
げ
品
展

入
賞
者
発
表

市

農

林

水

産
課

で
は

市

制

三

十

周

年

記

念

行

事

と

し

て
競

馬

に

関

す

る
写

真

並

び

に
図

画

作

品

の

募

集

を
行

つ

て

い
ま

し

た

が

、

こ

の

程

入
選

者

が
決

定

、

六
月
二
十
日
橘
百
貨
店
四
階
ホ

ー
ル

で

展
示

会
を

行

い

同

時

に

表

彰

す

る
こ

と

に
な

り
ま

し

た

入

選

者

（
写
真
の
部
）
橘
橋
北
詰
＝
植

村
強
、
南
広
島
通
り
＝
千
々
和

幸

一

、
上

野

町
＝

新

橋
実

徳

、

丸
山
町
＝
進
藤
昌
男
、
一
ノ
宮

＝

草
野

勝

美

、
宮

脇

町

＝

光

来

章

、

川

原

町
＝

岡

田

希
人

、
広

島
通
＝
日
高
忠
治
、
東
二
原
町

＝
住
田
隆
二

（
図
画
の
部
）
（
推
選
）
江
淵

美
恵
子
（
特
選
）
岩
見
勝
文
、

前

野

宗

敏

（

一

等

）
今

間

莞
爾

長
嶺
博
仁
、
井
上
隆
男
、
土
井

賢

次

、
高

橋

正

武

、

倉

本

ノ

リ

子

、
佐

藤

良

次

、

弘

中

則
之

、

小
八
重
祥
一
郎
、
小
島
義
照

（
三
等
）
真
鍋
美
保
子
、
岡
秀

俊
、
小
田
晴
之
、
出
水
貞
敏
、

市
体
育
協

会
で
は
八
月
一
日

（
日
曜
日
）
午
前
十
時
か
ら
県

営

プ
ー
ル
場
で
市
民
水
泳
大
会

を
開
催

致
し
ま
す
の
で
参
加
希

望
チ
ー
ム
は
七
月
二

十
日
ま
で

市
教
育
委
員
会
保
健
体
育
課
へ

申
込
ん

で
下
さ

い
。

○
市
民
水
泳
大
会

の
お
知
ら
せ

陸
上
競
技
＝
鈴
木
利
信
　
野
球

＝
猪
狩
勝
彦
　
相
撲
＝
戸
高
栄

一
　
排
球
＝
武
田
　
正
　
庭
球

＝
大
塚
千
歳
　
サ
ツ
カ
ー
＝
鈴

木
利
信
　
ラ
グ
ビ
ー
＝
高
崎
次

男
　
柔
道
＝
戸
高
清
光
　
卓
球

＝
松
本
善
三
郎
　
弓
道
＝
谷
口

毅
　
籠
球
＝
岡
崎
万
根
　
水
泳

＝
太
田
　
等
　
劍
道
＝
原
田
徳

被
　
山
岳
＝
神
田
一
郎
　
馬
術

＝
横
山
正
俊

日
高
　
七
郎

″
　
副
会
長
　
木
村
英
太
郎

″
　
　
　
松
田
　
武
夫

理
事
長
　
平
松
　
敏
夫

監
　
事
　
日
高
　
　
壮

″
　
　
　
岩
切
　
康
則

昭
和
二
九
年
度
宮
崎
市
体
育

協
会
の
各
連
監

理
事
長

が
次
の

通
り
決
り
ま
し
た
。

宮
崎
市
体
育
協

会
長

ス
ポ
ツ
ー
便
り

港
勝
宏
、
小
川
寿

美
子
、
赤
木

紘
、
桶
口
徹
、
平
部
英
俊
、
鈴

木
良

美
、
矢
野
臣
純
、
井

上
則

雄

、
金
丸
幸
雄
、
野
崎
せ
つ

子

今
内
浄
子

、
後
藤
利

文

暑
中
見
舞
「
は
が
き
」の

印
刷
申
込
の
受
付

宮
崎
博
覧
会
事
務
局
で
は
宮
崎
博
宣
伝
に
備
え
、
有

料
で
暑
中
見
舞
「
は
が
き
」
を
印
刷
し
広
く
皆
様
方

え
宣
伝
し
て
い
た
ゞ
く
事
に
な
り
ま
し
た
。

単

価
　
一
〇
〇
枚
　

五
○
円

一
〇
Ｏ
枚
以
上
の
端
数
に
つ
い
て
は
一
枚
に

つ
き
五
〇
曵
と
な
つ
て
お
り
ま
す
。

御
入
用
の
方
は
「
宮
崎
博
覧
会
事
務
局
」
宛

又
は
宮
崎
市
広
報
係
え
御
申
込
下
さ
い
。

尚
二
色
刷
で
住
所
も
印
刷
し
て
差
上
げ
る
こ
と
に
な

つ
て
お
り
ま
す
。

昭和29年度市 県 民 税 算 出 方 法 及 税 率

2.法人の市民税
1.均等割……法人及び法人でない社団又は財団で代表者若しくは管理人の

定めあるもの1,800円

2.法人税割……法人税額× （税率）＝税額

3.個人の県民税 (法人の県民税は県で賦課徴収されます)

1.均等割……市民税の均等割の納税義務者に対し100円

2.所得割……市民税の所得割額× （税率）＝税額

◎個人に対する市民税及県民税は合算して市で賦課徴収するように決定されて

います

1.個人の市民税
イ、均等割……個人で所得がある者1人につき400円

ロ、所得割……課税総所得金額に下記の税率を乗じた額とし扶養親族のあ

る人はその扶養親族1人につき450円を軽減します

◎課税総所得金額とは

イ、給与所得者は昭和28年中の総収入金額から勤労控除（15％）、

15％の金額が4万5千円を超える場合は4万5千円と基礎控除6万円を

差引いた金額

ロ、事業所得者は昭和28年中の総所得金額（税務所又は市が決定した

金額）から基礎控除6万円を差引いた金額

所得割額の速算表

課税総所得金額 税　率 計算上の
差 引 額

課 税 総 所 得 金 額 税　率
計 算上 の

差 引 額
算　　　　 出　　　　 方　　　　 式

30,000 円 以下

％

2,5
円

0 120,001 円 よ り150,000 円 ま で

％
５

円

1,800

総所得金額－基礎控除＝課税総所得金額×税率－

計算上の

差引額　－（450円×扶養親族数）＝所得割

均等割＋所得割＝市民税

30,001円より50,000円まで ３ 150 150,001円より200,000円まで 5.5 2,550

3,55050,001円より70,000円まで 3.5 400 200,000円より300,000円まで ６

7O,001円より90,00O円まで ４ 750 300,001 円 よ り500,000 円 まで 6.5

5,050

90,001円より120,000円まで 4.5 1,200 500,000 円 以 上 7.5 10,050

昭和29年度市県民税額と昭和28年度市民税額との比較表

収入金額

総所得

金　額

扶養

親族

数

昭　和　29　年　度　市　県　民　税 昭和28年度市民税
昭和28年度市民

税 に 対 す る増 減

Ａ－Ｂ

(△印は減)

昭 和28 年 度 市 民

秘 に対 す る29 年

度 市県 民 税 の

比　　 率
課税標準

市　　民　　 税 県　　 民　　 税

計（Ａ ）
課税標準

所得割
均等割

計

(Ｂ)
所 得 割 均等割 計 所得割 均等割 計

円

120,000

月給10,000円の人

円

102,000

人

０

円

42,000

円

1,110

円

400

円

1,510

円

188

円

100

円
288

円

1,798

円

52,000

円

2,200

円

500

円

2,700

円

△　　　　　902

％

67

円

180,000

月 給15,000 円 の 人 153,000 ２ 93,000 2,085 40O 2,485 354 100 454 2,939 103,000 3,680 500 4,180 △　　　　　1,241

70

200,000 ４ 140,000 3,400 400 3,800 578 100 678 4,478 150,000 5,450 500 5,950 △　　　　　1,472

75
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